
◇
日
時　

六
月
二
十
三
日
（
日
）

　

午
前
十
一
時
開
演

◇
会
場　

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

※
参
加
団
体
な
ど
詳
し
く
は
、

次
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

全
日
写
連
飛
騨
支
部 

写
真
展

◇
日
時　

五
月
十
七
日
（
金
）

　

～
十
九
日
（
日
）
午
前
九
時

　

～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午

　

後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

華
道
家
元
池
坊
斐
太
支
部
花
展

◇
日
時　

六
月
一
日
（
土
）
～

　

二
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら

　

午
後
五
時

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

「
岡
目
一
目
」

　

ニ
ュ
ー
ス
の
時
「
Ａ
Ｉ
に
よ

る
自
動
音
声
で
お
伝
え
し
ま

す
」
と
言
わ
れ
て
驚
い
た
が
、

今
は
も
う
慣
れ
た
。
戦
争
現
場

か
ら
の
映
像
も
、
Ａ
Ｉ
の
無
人

ド
ロ
ー
ン
。
Ａ
Ｉ
の
大
進
撃
。

　

手
塚
治
虫
の
マ
ン
ガ
「
ブ
ラ

ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
」
も
、
続
編
が

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
新
し
く
創
り
出

さ
れ
た
。
生
前
の
マ
ン
ガ
の
デ

ー
タ
で
、
死
後
で
も
ま
た
別
の

新
作
が
で
き
る
。
Ａ
Ｉ
は
不
死

身
。

　

人
間
が
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
、
放

送
や
映
画
を
出
し
て
い
る
と
思

っ
た
ら
、
逆
に
人
間
を
使
っ
て

新
し
い
文
化
を
押
し
出
し
て
く

る
。

　

放
送
や
映
画
だ
け
で
は
な

い
。
国
連
の
安
保
理
は
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
兵
器
の
使
用
は
止
め
よ

う
と
訴
え
た
。
無
差
別
で
非
人

道
的
だ
と
い
う
。
非
人
道
的
。

　

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
時

も
、
毒
ガ
ス
に
対
し
て
こ
の
言

葉
が
出
た
。
ど
ん
な
兵
器
を
使

お
う
と
も
、
戦
争
そ
の
も
の
が

非
人
道
的
で
、
人
殺
し
の
道
具

な
の
に
。

　

人
類
の
歴
史
は
戦
争
の
歴

史
。
ど
こ
か
こ
こ
か
で
い
つ
も

あ
る
。
し
か
し
、
数
万
年
続
い

た
日
本
の
縄
文
時
代
に
は
、
争

い
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
Ａ

Ｉ
に
縄
文
人
の
心
を
学
ば
せ
た

い
と
思
う
。
心
を
。

               

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

第第
2323
回回  

市
民
歴
史
散
歩

市
民
歴
史
散
歩

「
荘
川
の
里
を
巡
る
」

6/16（日）

開催

参加者
募   集

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
高

山
市
の
歴
史
を
た
ど
る
市
民
歴

史
散
歩
を
、
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
は
、
荘
川
町
に
あ
る
『
荘

川
の
里
』
を
訪
ね
、
か
つ
て
の

荘
川
村
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

　

荘
川
の
里
に
は
、
築
二
百
数

十
年
に
も
な
る
寄
棟
様
式
入
母

屋
合
掌
造
り
の
民
家
を
は
じ
め
、

五
棟
の
建
物
が
移
築
保
存
さ
れ

て
お
り
、
当
時
の
生
活
様
式
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
貴
重
な

民
俗
資
料
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

併
せ
て
、
荘
川
桜
の
移
植
に

つ
い
て
の
お
話
も
お
聞
き
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
本
年
は
昼
食
は
ご
用

意
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

荘
川
の
里
ま
で
の
送
迎
バ
ス

（
先
着
四
十
名
）
を
運
行
し
ま
す

が
、
ご
自
分
の
車
で
現
地
に
集

合
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
開
催
日　

六
月
十
六
日
（
日
）

◇
送
迎
バ
ス　

高
山
駅
西
駐

　

車
場
バ
ス
乗
り
場
に
午
前
八

　

時
三
十
分
集
合
。
午
後
〇
時

　

三
〇
分
頃
、　

高
山
帰
着
予
定
。

◇
現
地
集
合
の
方　

高
山
市
荘

　

川
支
所
に
午
前
九
時
二
十
分

　

集
合

◇
参
加
費
（
保
険
料
等
）　

・
送
迎
バ
ス
利
用　

大
人
千
二
百

　

円
、
中
学
生
以
下
七
百
円

・
現
地
集
合　

二
百
円

◇
申
込　

六
月
八
日
（
土
）
ま

　

で
に
、
文
化
会
館
窓
口
で
参

　

加
費
を
納
入
（
先
着
六
十
名
）。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み
の
場
合

　

は
、期
日
ま
で
に

　

参
加
費
を
窓
口
へ
。

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
文

化
展
と
芸
能
発
表
会
か
ら
な
る

「
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
加
盟

団
体
に
加
え
、
新
規
加
盟
の
二

団
体
と
当
協
会
に
加
盟
し
て
い

な
い
三
つ
の
団
体
が
参
加
し
、

新
し
い
芸
能
発
表
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
当
協
会
で
実

施
し
た
「
子
ど
も
夢
創
造
事
業
」

に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
が
制
作

し
た
版
画
や
四
コ
マ
写
真
の
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

　

文
化
展
に
お
い
て
は
、
写
真
・

文
芸
・
生
花
・
版
画
・
絵
画
・
書
道
・

和
装
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
、

芸
能
発
表
で
は
、
従
来
の
舞
踊
・

邦
楽
・
民
謡
・
謡
曲
・
バ
レ
エ
・

太
鼓
・
詩
吟
・
チ
ア
ダ
ン
ス
に

加
え
、
太
極
拳
や
空
手
演
舞
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
い
っ
た
今
ま

で
に
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
発
表
も

行
い
ま
す
。
各
団
体
の
一
年
の

成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
昨
年
よ
り
、
小
ホ
ー
ル

で
の
芸
能
発
表
第
一
部
は
日
中

の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文

化
展
と
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

［ 

文
化
展 

］

◇
日
時　

六
月
二
十
二
日
（
土
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時

　
　
　
　

六
月
二
十
三
日
（
日
） 

　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

◇
会
場　

文
化
会
館
・
二
～
四

　

階
各
展
示
室

［ 

芸
能
発
表
・
第
一
部 
］

◇
日
時　

六
月
二
十
二
日
（
土
）

　

午
後
三
時
三
十
分
開
演

◇
会
場　

文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

［ 

芸
能
発
表
・
第
二
部 

］

荘川の里  木下家

高
山
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催

6/22（土）

　23（日）

久々野公民館ホール
午後3時30分開演 /午後3時開場

〔一般〕3，000円  〔メセナメイト会員〕2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕500円

チケット料金（税込）・全席指定

文化会館他にて好評販売中

※未就学児童入場不可

T r i o  S p e c i a l  L i v e  2 0 2 4

土6.1  

一般社団法人　高山市文化協会発行
〒506-0053 高山市昭和町1-188-1　高山市民文化会館内
Tel.0577-34-6550　Fax.0577-34-6877

メール● mail@takayama-bunka.org　　　
ホームページ● http://takayama-bunka.org

（文化会館の催し物案内はこのホームページでご覧ください。）

No.252 2024.5.1 Culture  in  Takayama
（旧 Twitter）



募
集
し
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出

に
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

童
話
劇
体
験
の
詳
細

は
こ
ち
ら
か
ら
→

◇
日
時　

八
月
十
日
（
土
）
午
後

　

一
時
か
ら
九
十
分
の
ワ
ー
ク
シ

　

ョ
ッ
プ
と
、
十
一
日
（
日
）
の

　

午
前
中
に
リ
ハ
ー
サ
ル
。
午
後

　

の
本
番
に
出
演
。

◇
募
集
人
数　

小
学
生
十
名
（
抽
選
）

◇
申
込　

五
月
三
十
一
日
（
金
）

　

ま
で
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
又

　

は
文
化
会
館
窓
口
へ

　

※
公
演
チ
ケ
ッ
ト
は
六
月
八
日

　
（
土
）
よ
り
発
売
開
始
。

銀
河
鉄
道
の
夜

　8/11
｜日・祝｜
開催

出
演
者
募
集

　

八
月
十
一
日
（
日
・
祝
）
に
、

『
体
験
す
る
童
話
劇
「
銀
河
鉄
道

の
夜
」』
を
上
演
し
ま
す
。
こ
れ

は
宮
沢
賢
治
の
代
表
作
を
モ
チ
ー

フ
に
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め

る
童
話
劇
で
す
。
主
人
公
ジ
ョ
バ

ン
ニ
と
一
緒
に
、
銀
河
鉄
道
の
旅

を
楽
し
ん

で
み
ま
せ

ん
か
。

　

上
演
に

あ
た
り
、

小
学
生
の

出
演
者
を

ワンコイン500円で映画を楽しめます！

ワンコインシネマ

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問合せ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）　　　　

©2022「銀河鉄道の父」製作委員会

プレイガイド 高山市民文化会館

ワンコインシネマチケットは、
高山市民文化会館窓口で

販売しています。

高山市民文化会館 小ホール
5 25 ①午前10時～

②午後2時～
（開場各回30分前）

2023年作品128分　日本語音声・字幕なし

http://takayama-bunka.org/wp6/20240525
gingachichi/

全席自由 500円 ワンコインシネマ
1回券（当日同額）

銀河鉄道の父

岩手県で質屋を営む宮沢政次郎の長男・賢治は家業を継ぐ立場

でありながら、適当な理由をつけてはそれを拒んでいた。学校卒業

後は農業大学への進学や人口宝石の製造、宗教への傾倒と我

が道を突き進む賢治に対し、政次郎は厳格な父親であろうと努め

るもつい甘やかしてしまう。やがて、妹・トシの病気をきっかけに筆

を執る賢治だったが…。出演、役所広司、菅田将暉、森七菜、坂

井真紀、田中泯、豊田裕太 他。

高山市民文化会館 大ホール火7 30 午後6時30分開演/午後5時45分開場

〔一般〕　　　　　　　 6，000円
〔メセナメイト会員〕　　　5，000円
〔一般〕　　　　　　　 3，500円
〔メセナメイト会員〕　　　3，000円

チケット料金（税込） 全席指定 発売日

5月11日（土）

プレイガイド

高山市民文化会館　飛騨市文化交流センター
チケットぴあ〈Pコード525-568〉
ネット受付（特設ページより） 　http://takayama-bunka.org/wp6/20240730elcos/

メセナメイト会員先行発売/午前10時～
一般発売/午後1時～　ネット受付/午後2時～

S席

A席

※窓口販売で完売した場合、行いません

※チケット購入整理券は、午前8時頃から配布します（文化会館のみ、メセナメイト会員限定）。
※メセナメイト会員のチケット購入は、会員証をお持ちいただければ代理の方でも購入できます（購入
　枚数制限なし）。また、当日のご入会でも購入いただけます。
※ジュニア券は、メセナメイト会員の発売時間より購入いただけます（ジュニアのみの購入も可）。

※3歳以上はチケットが必要です。3歳未満でも席使用時はチケットが必要です。

撮影:樋口隆宏

〔ジュニア（18才以下）〕
S席・A席共に　　　　　　　　2，000円

エルコスの願いはたった一つ。
子どもたちが素直な笑顔になれること。
観た人の心を、思いやりの気持ち、やさしい温も

りで満たしたい。劇団四季ミュージカル「エルコ

スの祈り」には、そんな願いが込められています。

命令に従うことしか許されず無気力に生きる子ど

もたちが、自分らしさを取り戻し、夢を持つ素晴

らしさに目覚めていく物語。近未来的でカラフル

な衣裳、幻想的な振り付け、躍動感溢れる舞台。

そしてロボットと子どもたちの温かな心の交流。

子どもはもちろん大人にも、忘れかけていた大切

なものに気づいてほしいー

祈りに満ちた舞台を、どうかお見逃しなく。

公演当日、会館駐車場が満車の場合、市営駅西駐車場をご利用ください。
（駐車料金の無料化措置を行いますので、駐車券をお持ちください。）
なお、民間駐車場はすべて有料となります。

駐車場の
ご案内

土

体
験
す
る

童
話
劇


